
　　　　　　　　環境水及び下水処理水中のビスフェノール A、エストロゲン濃度調査

　　　　　　　　東京都環境科学研究所　分析研究部　○備藤敏次、橳島智恵子、古内浩、中波英明

Investigation on Bisphenol A  and Estrogen in Environmental Water and
Wastewater Treatment Plants Water
Tosiji BITO, Chieko　NUDESHIMA, Hirosi FURUUCHI and Hideaki　NAKANAMI
（Tokyo　Metr．Res．Inst．for　Environ．Protec．Analytical Research Division）

１． 目的

　都市における河川水に占める下水処理水の割合は

かなり高く、渇水期には６０％を超える。従って、

その水質が水棲生物に与える影響は大である。

そこで、我々は環境水及び下水処理水中の内分泌か

乱化学物質として注目されているビスフェノールＡ

及びエストロゲン（エストリオール、17β-エスト
ラジオール、エストロン、エチニルエストラジオー

ル）の電気化学検出器付きＨＰＬＣ（HPLC/ECD）
による一斉分析法を検討した。

  　特に、下水処理水中にはエストロゲン代謝物（グ
ルクロナイド等）が含まれていることが考えられる

ため、これらを含めて定量する方法について検討し、

下水処理場工程水中のこれらの分析を行った。

２．実験方法

  ２-１．環境水の前処理　試料水１００ml をガラ
スフィルター（ＧＳ２５；孔径１μm）でろ過する。
フィルター上の残さにメタノール・１M 酢酸溶液
（９：１，ｐＨ＝５．０）１０ml を流して中の目
的成分を抽出する。この抽出液をロータリーエバポ

レータ（R.E.）で１／５容量以下に濃縮し、ろ液と
混合する。混合液に１M 塩酸を加え、ｐＨ＝３．５
に調整する。

２-２．下水処理工程水の前処理　試料水１００ml
を２-１に従って処理し、混合液をｐH 調整するこ
となくビーカーにとり、凍結乾燥する。内容物を５

０％メタノールでテフロンパッキン付きネジ蓋遠心

管に移す。R.E.で乾固した後、３N-HCｌ /MeOH
溶液１ml を加えて６０℃で１時間加水分解する。
冷後、精製水約５０ml でビーカーに洗い込みｐH
＝３．５に調整する。

　２-３．固相カートリッジのコンディショニング
メタノール、アセトニトリル、超純水各３mlを「Ｏ
ａｓｉｓＨＬＢ固相抽出カートリッジ６０mg／３
ml」に順次流し、コンディショニングを行う。
　　２-４．固相抽出　コンディショニングしたカー
トリッジに、前処理をした試料液を約１０ml／分で
流し、吸着を行う。吸着終了後のカートリッジを５％

メタノール溶液３ml で洗浄する。洗浄後のカート
リッジに、アセトニトリル７mlを流して溶出する。
溶離液を R.E.により蒸発乾固する。残さに４０％ア

セトニトリル溶液１００μl を加えて溶解し、ＨＰ
ＬＣ試験溶液とする。

　２-５．ＨＰＬＣ／ＥＣＤ測定条件
　使用カラム：　Inertsil　ODS-３、内径２．１

mm，長さ２５０mm
　移動相：　　　４０％アセトニトリル/水、５０

mM NaClO4、ｐＨ＝２．６

（H3PO4で調整）

　移動相流速：　０．２ml/分
　検出器電圧：　０．９V
　試料注入量：　５μl
　カラム温度：　３５℃

３．結果

　下水処理水中のビスフェノールＡ、エストロゲ

ンならびにエストロゲン抱合体の分析法について

検討し、環境水及び下水処理水中のこれらの濃度

調査を行った。

　超純水１００ml にビスフェノールＡ、エストロ
ゲン各々１μg 添加し、下水処理工程水の前処理
法に従って処理したときの回収率はいずれも９

０％以上であった。　図１．に標準物質のＨＰＬ

Ｃクロマトグラム、図２．に調査地点を示す。

　本法は下水放流水に適応可能であった。しかし、

下水流入水等の汚濁物質の多い試料水ではエスト

リオールがフロントピークと重なり測定できない

ことがあり、更に検討を必要とした。

図１．標準物質のＨＰＬＣクロマトグラム

　　　ｴｽﾄﾘｵｰﾙ(Rt 5.15)､ ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙ A(16.77)
      17β-ｴｽﾄﾗｼﾞｵｰﾙ(19.17)､ ｴﾁﾆﾙｴｽﾄﾗｼﾞｵｰﾙ
      (27.07)､ ｴｽﾄﾛﾝ(28.25)



　　　　図２．調査地点


